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 細菌は、自らが生産するシグナル物質を用いた情報伝達機構（Quorum Sensing：QS）を有して
おり、QSにより様々な機能の発現を制御している。特に、病原性の発現やバイオフィルム形成な
どの多くがQS制御下にあることが明らかとなってきているところから、これらの防除、対策手法
の一つとして、QS阻害手法の開発が進められている。 
 多くのグラム陰性細菌は、QSにおけるシグナル物質として、アシル化ホモセリンラクトン
（AHL）を用いている。AHLがシグナル物質であるQSを阻害する手法としては、AHL構造類似体を
用いる方法やAHLを分解する方法などが報告されている。天然にはAHLを分解する酵素が存在して
おり、これまでに種々の生物から、AHLのアミド結合部位を切断するAHLアシラーゼ、AHLのラク
トン環を開裂するAHLラクトナーゼが単離、同定されており、その活用が試みられている。 
 本研究は、QS阻害を目的として、ジャガイモ葉面由来のAHL分解能を有するグラム陽性細菌で
あるMicrobacterium属細菌から新規なAHLラクトナーゼを取得したことを報告している。さらに、
その多様性と分布について調査し、AHL分解酵素やAHL分解細菌を用いた植物病原菌対策の展望に
ついても述べている。 
 本論文は全５章で構成され、各章の概要は以下の通りである。 
 第１章は、序論であり、研究の背景と研究目的を提示している。 
 第２章は、ジャガイモ葉面由来Microbacterium属細菌からのAHL分解酵素（AiiM）の取得と機
能解析について述べている。M. testaceum StLB037株からAiiMをコードする遺伝子のクローニン
グに成功し、マルトース結合タンパク質との融合タンパク質として大腸菌内にて過剰発現させる
ことに成功している。AiiMによるAHL分解産物のHPLC解析から、AiiMはAHLのラクトン環を開裂さ
せるAHLラクトナーゼであることを明らかにしている。また、既知のAHLラクトナーゼのアミノ酸
配列と比較することにより、今回取得したAiiMは、α/βハイドロラーゼファミリーに属する新規
なAHLラクトナーゼであることを明らかにしている。さらに、AiiMを植物軟腐病菌である
Pectobacterium carotovorum subsp. carotovorum NBRC3830株内で発現させたところ、NBRC3830
株によるAHL生産が消失し、病原性因子である菌体外ペクチナーゼ生産が抑制されたことから、
ジャガイモへの感染能をAiiMにより抑制可能であることを示している。 
 第３章は、StLB037株から取得したAiiMの詳細な機能特性について述べている。様々な構造の
側鎖を有するAHLを用いた実験から、AiiMは幅広い構造のAHLを分解可能であることを明らかにし
ている。また、温度依存性の実験から、15℃から60℃の間でその活性の80％を維持していること
を、また、酵素自体の熱安定性についても言及している。さらに、pH依存性の実験から、pH6.5
から中性付近において80％以上の活性を示すことを明らかにしている。 
 第４章は、様々なMicrobacterium属細菌におけるaiiM遺伝子の多様性、分布について述べてい
る。 M. testaceum StLB037株と同様に、 AHL分解活性を有するジャガイモ葉面由来
Microbacterium属細菌であるM. testaceum StLB018株およびStLB069株からaiiM相同遺伝子の取
得に成功し、StLB037株由来のAiiMのアミノ酸配列と比較して、それぞれ91.6％、78.5％と高い
相同性を有していることを明らかにしている。さらに、その他の6株のジャガイモ葉面由来
Microbacterium属細菌からaiiM相同遺伝子の取得に成功し、それらの全てがAHL分解活性を有す
ることを明らかにしている。一方、ジャガイモ葉面由来以外のMicrobacterium属細菌17株のAHL
分解活性を調査した結果、14株は長アシル鎖AHLに対する分解活性を有するが、短アシル鎖AHLに
対する分解能を示さず、aiiM相同遺伝子も有していないことを明らかにしている。これらの結果
から、aiiM遺伝子はジャガイモ葉面由来のMicrobacterium属細菌にのみ高く保存されていること
を述べている。 
 第５章は、要約として、論文内容全体をまとめ、さらに、AHL分解能を有する細菌を用いた植
物病原菌対策の展望についても述べている。 
